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【座間市のお知らせ】№850 市 の 人 口●129,015人（＋726人） 
　　　　　　男65,753人　女63,262人 
市の世帯数●53,731世帯（＋769世帯） 
平成22年１月１日現在（　）は前年同月との増減 

●水圧低下のお知らせ（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●高額医療・高額介護合算制度（4・5面） 
●市民税・県民税申告と所得税確定申告（6・7面） 
●ざまインフォメーション（8・9面） 
●大凧まつり凧文字募集（10面） 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

市温室花卉組合の組合員である６軒の園芸農
家によって丹精込めて育てられた、カトレアの
生け花、スイートピーやバラの切り花、プリム
ラやパンジーの鉢物など、20種類約80点の花を
展示します。
○と　き　２月１日（月）～５日（金）午前８
時30分～午後５時15分
※１日は午前10時から、５日は午後３時まで。

○ところ　市役所１階エレベーター前
担当 農政課

�046（252）7601 �046（255）3550

▼20年ぐらい子孫が続いているスイートピーの種もあるという曽根覚さ
ん（この道24年）

市
と
市
温
室
花
卉
か

き

組
合
（
曽
根
寿
英
組
合
長
）
で
は
、
市
役

所
一
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
に
お
い
て
「
花
の
ミ
ニ
展
覧
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
内
で
花
を
育
て

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
一
足
早
い
春
を

感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
の
温
室
花
卉
園
芸
農
家
の
手
に
よ

っ
て
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
紹
介
す

る
も
の
で
す
。

赤
や
ピ
ン
ク
と
い
っ
た
色
鮮
や
か
な
花
は
、
ほ
の
か
に
甘
い

香
り
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、
見
る
人
に
ぬ
く
も
り
と
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
市
役
所
で
、
鮮
や
か
に
咲
く
さ
ま

ざ
ま
な
花
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▲天候に合わせて細やかな手入れをしているという小林多賀雄さん（この道28年）

▲病気や虫に負けないように小まめに見回るという池上光昭さん（この
道27年）

○応募期間　２月１日（月）～10日（水）
○応募資格　本市に住民登録をしている方で、利用
期間満了まで必ず耕作できる方（既に利用してい
る方は除く。ただし、期間満了に伴う更新者の再
申し込みは可能）

○所在地　①座間第１市民農園（座間字清水1471－
1）②座間第２市民農園（座間字清水1598-1外）③
栗原第１市民農園（栗原字小池東原995-1）④栗原
第２市民農園（栗原字小池東原1045-4）⑤栗原第

６市民農園（栗原字小池谷1372外）
○募集区画（予定） ①20区画程度②50区画程度③
20区画程度④20区画程度⑤50区画程度（多数抽選）

○利用面積および区画 １世帯につき１区画（約30
平方メートル）

○利用期間　４月１日～平成25年２月28日（約３年間）
○使用料　年額5,400円
○申込方法　担当または各出張所に備え付けの申込
書（市ホームページからダウンロードも可）に必
要事項を記入の上、２月10日（水）までに直接ま
たは郵送（〒228-8566「座間市役所農政課」あて）
で担当へ

担当 農政課 �046（252）7601 �046（255）3550

丹精込めて色鮮やかな花を育て上げ
ているのは次の皆さんです。また、主
に育成している花は次のとおりです。
○曽根覚さん　…スイートピー
○小林多賀雄さん　…スイートピー
○市川芳明さん　…スイートピー
○曽根寿英さん　…パンジー
○池上光昭さん　…バラ
○加藤春朗さん　…洋らん
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○と　き　２月24日（水）～26日（金）午前９時～午後５時（全３回。
24日は午前８時45分から受け付け）

○ところ　市消防本部会議室
○内　容　基礎的な知識技能や指導要領の講義、効果
測定、指導内容に関する質疑への対応

○対　象　３日間受講できる方。事業所または防災組
織などで応急手当の普及員となる方を優先

○定　員　５人（申込順）
○持ち物　筆記用具、昼食
○申込方法　電話で担当へ
担当 消防管理課　�046（256）2211 �046（256）2215

平成21年における座間市の交通事故発生状況は、20年に比べ、発生件
数が15件減少し、交通事故で亡くなられた方も１人減少しました。特に
発生件数は４年連続で減少しています。しかし、全体では減少傾向にあ
る中、高齢者が関係する交通事故は、38件増という大幅増加でした（下
表参照）。特に交差点付近での交通事故が多発していますので、皆さん
も次のことに注意して、譲り合いの精神で、安全運転と事故防止を心掛
けてください。
【車やバイクを運転するとき】
・信号機のある交差点での右折……対向車の通過を待ってゆとりある右
折を心掛け、交差点を横断する自転車や歩行者にも注意する

・信号機のある交差点での左折……巻き込み事故を防止するため、後方
や前方から歩道上を走ってくる自転車や、道路左側をすり抜けて走っ
てくるバイクに気を付ける

・信号機の無い住宅地や裏路地の交差点を走行……出合い頭の事故を防
ぐため、確実に徐行や一時停止をし、左右の安全をよく確かめる

【自転車を運転するとき】
・左右の見通しの悪い交差点を走行……徐行や一時停止をして、安全を
確認する
※自転車のスピードが出ていなくても、突然右折や左折をすると、車
の運転手からは自転車が飛び出してきたように見えます。

・自転車で歩道を走行……歩行者優先を心掛け、自転車マナーを守って
運転する

【道路を歩くとき】
・道路を横断……少し遠回りでも信号機のある交差点や横断歩道を利用
する
※高齢者の歩行中の交通事故は横断中の事故が大半です。
※白や黄色など明るい色の服を着用し、靴、かばん、杖に反射材を張
って、自分の存在を運転者に知らせることも交通事故防止に役立ちま
す。

担当 安全対策課 �046（252）8158 �046（252）7773
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市の水道水は、約85パーセントが地下水で賄われています。しかし、
このまま都市化が進み、地面がコンクリートで覆われていくと、雨水が
地下に浸透できないため、地下水が枯渇してしまう恐れがありますので
雨水浸透施設の設置にご協力をお願いします（写真・図参照）。

なお、地下に雨水を浸透させるための施設を新たに設置する場合は、
下表のとおり費用の一部を助成する制度がありますのでご利用くださ
い。

担当 環境対策課 �046（252）7675 �046（257）7743

市では、安定して水を供給するため、下表のとおり配水場電気施設の
点検作業を実施します。一部地域で水圧が低下し、水が出にくくなる場
合があります。ご理解とご協力をお願いします。

担当 水道工務課 �046（252）7519 �046（257）4155

雨水浸透ます 
１基当たり12,500円 

 （重点的涵養推進区域は17,000円） 

雨水浸透トレンチ １メートル当たり6,500円 

浸透性アスファルト舗装 １平方メートル当たり500円 

雨水貯留槽 本体価格などの半額（上限25,000円） 

◆雨水浸透施設等の設置助成金 

かんよう 

雨水貯留槽

地下浸透 

砂 

砕石 

とい 

〈雨水浸透トレンチ〉

〈雨水浸透ます〉 

雨 雨水浸透ます 
雨水浸透トレンチ 

２月３日（水） 
午後１時30分～４時 
※雨天の場合２月16日（火） 

第２配水場 

２月４日（木） 
午後１時30分～４時 
※雨天の場合２月17日（水） 

第１配水場 

２月５日（金） 
午後１時30分～４時 
※雨天の場合２月18日（木） 

相模が丘の全域、広野台の一部地域 相模が丘配水場 

点　検　日 施　設　名 水圧低下予想地域 

東原・さがみ野・小松原・ひばりが丘
の全域、栗原・南栗原・栗原中央・広
野台の一部地域 

立野台・緑ケ丘・明王・相武台・西栗
原の全域、栗原・南栗原・栗原中央・
入谷３～５丁目の一部地域 

雨水貯留槽雨水浸透ます・雨水浸透トレンチ

※雨水浸透施設に接続されていない雨どいに雨水貯留槽を設置される場
合は、助成対象外となりますのでご注意ください。なお、助成額や対象
には一定の条件がありますので、事前にご相談ください。



◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対
象＝平成20年７月生まれ
◆歯科▽とき＝２月３日、17日いず
れも水曜日午前９時30分～10時30分
▽ところ＝市民健康センター▽対
象＝平成20年６月生まれ

▽とき＝２月24日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、虫歯予防
処置と育児相談など（虫歯予防処置は希望者のみで有
料）▽対象＝平成20年１月生まれ▽持ち物＝母子健康
手帳、歯ブラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知は
ありませんのでご注意ください）

▽とき＝２月９日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成18年８月生まれ▽持ち
物＝母子健康手帳

▽とき＝２月15日（月）▽ところ＝市民健康センター
▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談、禁煙相談（対象は１カ月以内に禁煙を始めたい
方。要予約）▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会
場へ

▽とき＝２月19日（金）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定と
食事・発育状態・育児の相談▽持ち物＝母子健康手帳
▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝２月22日（月）午前10時～11時30分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内容＝新しい友達をつくりた
い保護者のための教室。赤ちゃんと楽しく遊ぶ▽対
象＝３カ月～４カ月児とその保護者▽定員＝30人（申
込順）▽持ち物＝母子健康手帳、バスタオル▽申込方
法＝電話予約
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▽とき＝２月18日（木）午前10時～
11時30分▽ところ＝市民健康センタ
ー▽内容＝離乳食の作り方・すすめ
方、子どもの発達や予防接種につい
て▽対象＝おおむね５カ月～６カ月
児とその保護者（これから離乳食を
始める赤ちゃん）▽定員＝30人（申込順）▽持ち物＝
母子健康手帳、ティースプーン▽申込方法＝電話予約

▽ところ＝市民健康センター▽対象＝初産で妊娠20週
～31週の方と夫▽受講料＝500円(テキスト代）▽持ち
物＝母子健康手帳、筆記用具▽申込方法＝２月15日
（月)までに電話で担当へ

▽とき＝２月16日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成21年10月生まれ

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

内　科 

外　科 
小児科 

（外科系を除く） 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

 
�０４６（２５２）９０９０ 

 

 
�０４６（２５５）９９３３ 

◆深　夜 
診療科目 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 
小児救急情報センター�０４６（２５５）９９３３でご確認ください。 午後10時～翌日午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌日午前８時 

※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。 
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。 

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 
小児科 

（外科系を除く） 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 
午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 

 

�０４６（２５５）９９３３ 

受付時間 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

保育児相談 保１歳６カ月児健康診査保赤ちゃん教室

保４カ月児健康診査

保２歳児歯科健康診査

保３歳６カ月児健康診査

保健康相談

保なかよしベビークラス

保母親父親教室
と　き 内　容 

２月22日（月） 

２月27日（土） 

３月２日（火） 

３月６日（土） 

栄養の話、妊娠中の生活、 
赤ちゃんとの触れ合い体験 
産後の過ごし方と赤ちゃん 
の世話 
歯の話、妊婦体操、 
お産の流れと呼吸法 

午前９時30分 
　～11時30分 

午前９時15分 
　　　～正午 

赤ちゃんの沐浴、妊婦疑似 
体験、これからに向けて 

もくよく 

４月１日から、母子健康手帳交付時に本人確認
が必要になります。次のいずれかの書類を担当ま
たは各出張所の窓口で提示してください。
①運転免許証②パスポート③健康保険証④住民基
本台帳カード⑤外国人登録済証
また、本人以外の方が窓口に来られた場合には、

妊婦本人と窓口に来られた方の二人分の本人確認
が必要となりますので、それぞれ上記①～⑤のい
ずれかの書類をご用意ください。
なお、本人確認ができない場合には、母子健康

手帳の交付ができませんのでご注意ください。
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　２月26日（金）午
前10時～午後２時

○ところ　市民健康センター
○対　象　脂質異常症・糖尿
病・高血圧・肥満など生活
習慣病が気になる方

○定　員　30人（申込順）
○参加費　200円（材料費）
○持ち物　健康手帳、筆記用具、エプロン、三角
きん、ふきん２枚

○申込方法　２月19日（金）までに直接または電
話で担当へ

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　２月14日（日）午
後１時30分～午後４時30分
（受け付けは午後１時15分
～）

○ところ　市消防本部会議室
○内　容　応急手当の重要性
を学び、人工呼吸、心臓マッサージ、自動体外
式除細動器（ＡＥＤ）の使用、大出血時の止血
法を習得する

○対　象　市内在住・在勤・在学者（中学生以上）
○定　員　20人（申込順）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　電話で担当へ
担当 消防管理課

�046（256）2211 �046（256）2215

○と　き　２月25日（木）午後２時～４時
○ところ　市民健康センター
○内　容　生活習慣病を予防す
るためのウオーキングについ
て講義と実技を交えて学ぶ

○対　象　ウオーキング経験者
で運動強度を見直したい方

○定　員　30人（申込順）
○持ち物　バスタオル、飲み物、
電卓、健康手帳、筆記用具
※動きやすい服装、運動靴で

ご参加ください。
○申込方法　２月24日（水）までに電話で担当へ
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　２月８日（月）午
後２時～、15日（月）午前
９時20分～

○ところ　市民健康センター
○内　容　骨密度測定
※測定時間は10分程度です。

○対　象　20歳以上で今年度
１度も骨密度を測ったこと
のない方

○定　員　各日50人（申込順）
○参加費 無料
○持ち物　健康手帳、筆記用具
※はだしで測定しますので、脱ぎやすい靴下で
ご参加ください。

○申込方法　電話で担当へ
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043



（高額介護合算療養費の 
イメージ図） 

「医療保険」と 
「介護保険」の 
自己負担額（合計） 

高額介護合算療養費 

「医療保険」の 
自己負担額 

「介護保険」の 
自己負担額 

＋ ＝ 

基準額� 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
で
は
、
常
に
最
新
情
報

を
案
内
す
る
「
新
着
情
報
」
と
、

市
が
、
今
一
番
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
た
い
情
報
を
ま

と
め
た
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
の
二

つ
の
情
報
区
分
を
設
け
て
い
ま

す
。よ

り
分
か
り
や
す
い
内
容
の

区
分
け
と
し
て
は
「
暮
ら
し
の

ガ
イ
ド
」「
福
祉
・
健
康
・
医

療
」
「
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
」

「
子
育
て
・
教
育
」
な
ど
の
目

的
別
の
大
き
な
区
分
を
設
け
、

よ
り
細
か
い
情
報
を
簡
易
に
探

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
右
段
に
は
、
市
内
で

開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

写
真
と
共
に
紹
介
す
る
写
真
ニ

ュ
ー
ス
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
の
「
イ
ベ
ン
ト
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
は
日
付
ご
と

に
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
状
況
を
一

覧
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
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用
く
だ
さ
い
。

市
に
提
出
す
る
申
請
書
の
一

部
は
、「
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
」
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
す
で
に
発
行
済
み
の

本
紙
「
広
報
ざ
ま
」
や
、「
市

民
便
利
帳
」
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
閲
覧

と
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

（
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
で
も
、
不
自
由
な
く
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
利
用
で
き

る
）
に
配
慮
し
た
操
作
の
支
援

ツ
ー
ル
と
し
て
「W

ebU
D

」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

能
は
、
文
字
を
音
声
で
読
み
上

げ
た
り
、
文
字
の
拡
大
や
文
字

や
背
景
色
の
変
更
、
さ
ら
に
は

漢
字
の
読
み
仮
名
を
表
示
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
視
覚
や
上
肢
の
不
自

由
な
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
音
声
ブ
ラ
ウ
ザ
（
音

声
で
案
内
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
ソ
フ
ト
）
や
キ
ー
ボ
ー
ド

に
よ
る
操
作
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。

ご
家
庭
や
職
場
な
ど
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
行
政
情

報
を
閲
覧
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が

な
い
場
合
は
、
市
内
四
カ
所

（
市
役
所
一
階
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
市
公
民
館
、
北
・
東
地

区
文
化
セ
ン
タ
ー
）
に
設
置
し

て
あ
る
行
政
情
報
端
末
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
用
パ
ソ
コ

ン
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
県
の
厚

木
保
健
福
祉
事
務
所
な
ど
、
市

の
連
携
し
て
い
る
行
政
の
情
報

も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
下
の
リ
ン

ク
か
ら
閲
覧
が
可
能
で
す
。

各
施
設
の
閉
庁
日
・
休
館
日

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
操
作
方
法
が
分
か
ら
な
い
と

き
や
機
械
の
故
障
な
ど
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
職
員
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
内
容
は
、
各
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
検
索
サ
イ
ト
な
ど
、
行
政
情

報
以
外
の
ペ
ー
ジ
は
閲
覧
で
き

ま
せ
ん
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
平
成
九
年
か
ら
公
開
を
始
め
、
各
種

制
度
や
催
し
情
報
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
政
情
報
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

本
紙
で
は
伝
え
き
れ
な
い
詳
細
な
情
報
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
即
時
性
を
生
か
し
た
最
新
の
情
報
が
満
載
で
す
。

市
政
情
報
を
得
る
手
段
と
し
て
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

U
R
L
http://w

w
w
.city.zam

a.kanag
aw
a.jp/

担
当

情
報
推
進
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
３
２
１

�
０
４
６（
２
５
２
）
０
２
２
０

振
替
方
法
は
次
の
四
種
類
が

あ
り
ま
す
。

１
毎
月
納
付

当
月
分
の
保
険

料
を
翌
月
末
に
振
り
替
え
ま

す
。
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
早
割
納
付

当
月
分
の
保
険

料
を
当
月
末
に
振
り
替
え
ま

す
。
毎
月
五
十
円
の
割
引
が

あ
り
ま
す
。

３
一
年
前
納

毎
年
四
月
末
日

に
一
年
分
を
振
り
替
え
ま

す
。
一
年
間
で
三
千
六
百
九

十
円
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

４
半
年
前
納

毎
年
四
月
末

日
、
十
月
末
日
に
半
年
（
六

カ
月
）
分
ず
つ
振
り
替
え
ま

す
。
半
年
分
ご
と
に
千
円
の

割
引
が
あ
り
ま
す
（
一
年
間

で
二
千
円
の
割
引
）。

※
割
引
額
は
平
成
二
十
二
年
度

の
割
引
額
が
未
決
定
の
た
め
、

二
十
一
年
度
の
額
を
参
考
に
表

示
し
て
い
ま
す
。

１
申
し
込
み
窓
口
・
・
・
金
融

機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含

む
）、
年
金
事
務
所

２
必
要
な
物

・
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳

（
基
礎
年
金
番
号
の
確
認
が

で
き
る
物
）

・
預
金
（
貯
金
）
通
帳

・
通
帳
届
印

・
口
座
振
替
依
頼
書
（
金
融
機

関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
含
む
）、

年
金
事
務
所
、
市
役
所
一
階

国
保
年
金
課
に
備
え
て
い
る

ほ
か
、
四
月
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
案
内

書
に
と
じ
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
金
事
務
所
へ

の
提
出
専
用
（
郵
送
可
）
の

振
替
依
頼
書
を
旧
社
会
保
険

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※
申
し
込
み
を
し
て
か
ら
、
手

続
き
が
完
了
し
引
き
落
と
さ
れ

る
ま
で
に
一
〜
二
カ
月
程
度
か

か
り
ま
す
。
四
月
分
か
ら
の
一

年
・
半
年
前
納
は
二
月
末
日
ま

で
に
、
十
月
分
か
ら
の
半
年
前

納
は
八
月
末
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
振
替

開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
年
金

事
務
所
か
ら
送
ら
れ
る
「
国
民

年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
の
お

知
ら
せ
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
の
手
続
き
を
一
度
す
れ
ば
、

毎
月
指
定
し
た
口
座
か
ら
振
り
替
え
ら
れ
る
の
で
納
め
忘
れ
が

な
く
安
心
で
す
。
さ
ら
に
、
金
融
機
関
窓
口
な
ど
ま
で
行
く
手

間
と
時
間
が
省
け
と
て
も
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

○
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

�
０
５
７
０（
０
５
）
１
１
６
５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
の
一
部
、
Ｐ
Ｈ

Ｓ
電
話
か
ら
は
�
０
３（
６
７
０
０
）
１
１
６
５
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

○
厚
木
年
金
事
務
所

�
０
４
６（
２
２
３
）
９
０
８
２

担
当
　
国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）
７
０
３
５

�
０
４
６（
２
５
２
）
７
０
４
３

現
在
、
医
療
や
介
護
に
支
払

っ
た
金
額
が
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
と
き
、
申
請
に
よ
り

医
療
に
つ
い
て
は
、「
高
額
療

養
費
」
、
介
護
に
つ
い
て
は

「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と

し
て
、
お
の
お
の
の
制
度
か
ら

給
付
さ
れ
ま
す
。

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
は
、
世
帯
単
位
で
、
こ
の

「
高
額
療
養
費
」
や
「
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
支
給

さ
れ
た
分
を
差
し
引
き
、
な
お

残
る
自
己
負
担
額
を
合
算
し
た

年
額
に
つ
い
て
、
基
準
額
を
超

え
た
分
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。支

給
申
請
対
象
者
に
は
、
申

請
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

は
、
一
月
中
旬
に
申
請
の
お
知

ら
せ
を
は
が
き
で
送
付
し
て
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
の
方
に
は
、
準
備
が

整
い
次
第
、
三
月
上
旬
以
降
に

申
請
書
を
お
送
り
す
る
予
定
で

す
。計

算
対
象
期
間
は
、
今
年
度

は
経
過
措
置
に
よ
り
平
成
二
十

年
四
月
一
日
〜
二
十
一
年
七
月

三
十
一
日
の
十
六
カ
月
間
（
毎

年
八
月
一
日
〜
翌
年
七
月
三
十

一
日
の
十
二
カ
月
間
）
同
じ
世

帯
内
に
お
い
て
医
療
保
険
・
介

護
保
険
の
両
方
に
自
己
負
担
が

あ
り
、
そ
の
合
計
額
が
左
表
の

基
準
額
を
超
え
る
場
合
、
超
え

た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
に
は
、
食
事
代

な
ど
の
保
険
適
用
外
の
費
用
を

含
み
ま
せ
ん
。

申
請
先
は
、
平
成
二
十
一
年

七
月
三
十
一
日
に
加
入
し
て
い

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
を
利
用
し
、
自

己
負
担
額
の
合
算
が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
の
方

へ
、
基
準
額
を
超
え
た
分
を
支
給
し
ま
す
。

担
当

○
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）
７
６
７
２

�
０
４
６（
２
５
２
）
７
０
４
３

○
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）
に

つ
い
て
は

保
健
医
療
課

�
０
４
６（
２
５
２
）
７
２
１
３

�
０
４
６（
２
５
２
）
７
０
４
３

○
介
護
保
険
に
つ
い
て
は

長
寿
介
護
課

�
０
４
６（
２
５
２
）
７
７
１
９

�
０
４
６（
２
５
２
）
８
２
３
８

た
医
療
保
険
で
す
。

な
お
、
計
算
対
象
期
間
内
に

市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や
七

十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
国

民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
加
入
す
る
な
ど
、

医
療
保
険
の
変
更
が
あ
っ
た
方

は
全
体
の
金
額
の
合
計
が
で
き

な
い
た
め
、
申
請
の
ご
案
内
が

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
場
合
申
請
す
る

前
に
計
算
期
間
中
に
加
入
さ
れ

て
い
た
保
険
か
ら
「
自
己
負
担

額
証
明
書
」
の
発
行
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
医
療

と
介
護
の
負
担
額
が
非
常
に
高

額
に
な
っ
て
い
て
、
該
当
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
申
請

す
る
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

社
会
保
険
に
加
入
の
方
は
、

市
の
介
護
保
険
か
ら
発
行
さ
れ

る
「
自
己
負
担
額
証
明
書
」
を

添
付
し
、
各
種
社
会
保
険
へ
の

申
請
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
長
寿
介
護

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

基準額　自己負担合計後の限度額 
　　　  （平成20年４月１日～平成21年７月31日の16カ月間）

※「低所得者」とは世帯全員が住民税非課税の世帯。世帯の各収入か
ら必要経費・控除を差し引いたときに所得が０円になる方も含む。年
金収入のみの場合は80万円以下の方は「低所得者Ⅰ」に該当します。 

現役並み所得者（上位所得者） 
一般（市県町民税課税世帯） 
低所得者Ⅱ（区分Ⅱ） 
低所得者Ⅰ（区分Ⅰ）※ 

89万円 
75万円 
41万円 
25万円 

区分 
75歳以上の方 
（後期高齢者医
療制度被保険者） 

89万円 
75万円 
41万円 
25万円 

70～74歳 
の方 

168万円 
89万円 
45万円 
45万円 

70歳未満 
の方 

制
度
の
概
要

支
給
対
象

申
請
方
法

振
替
方
法

手
続
方
法

ペ
ー
ジ
構
成

操
作
支
援

行
政
情
報
端
末

各
種
社
会
保
険
に
加
入
の
方
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市
で
は
、
市
重
度
障
害
者
介

護
手
当
の
申
請
を
次
の
要
件
で

受
け
付
け
ま
す
。

申
請
期
間
は
、
平
成
二
十
二

年
二
月
一
日
（
月
）
か
ら
二
十

六
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
現

在
で
三
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

の
重
度
障
害
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ

１
・
Ａ
２
所
持
者
）
を
平
成
二

十
二
年
三
月
一
日
ま
で
継
続
し

て
一
年
以
上
市
内
に
同
居
し
十

一
カ
月
以
上
常
時
介
護
し
て
い

る
方
で
す
。

※
次
の
項
目
に
該
当
す
る
被
介

護
者
（
障
害
手
帳
を
お
持
ち
の

方
）
は
、
介
護
手
当
支
給
条
例

が
規
定
す
る
被
介
護
者
に
当
た

り
ま
せ
ん
。

・
障
害
者
（
児
）
施
設
な
ど

（
作
業
所
含
む
）
に
入
所
・

通
所
し
て
い
る
方

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ

ー
ム
、
生
活
ホ
ー
ム
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
居
し
て
い

る
方

・
通
学
・
通
園
し
て
い
る
方

・
就
労
し
て
い
る
方

・
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
〜

二
十
二
年
三
月
一
日
ま
で
に

入
院
歴
が
あ
る
方

支
給
金
額
は
十
万
円
で
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
を
持
参
し
、
担
当
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当

障
害
福
祉
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
１
３
２

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

○募集人数 １人
○応募資格　平成21年４月１日時点でほかの審議会などの「公
募により選考された委員」となっていない20歳以上の市内在
住・在勤者

○活動内容　都市計画に関する事項を調査、審議（任用期間２年）
○報　酬　市規定による
○応募方法　２月22日（月）まで（当日必着）に、申込書と「座間
市の都市計画」をテーマとした小論文（800字以内）を直接ま
たは郵送、ファクスで担当へ提出

○選　考　書類審査（結果は応募者全員に通知）
※応募される方は、担当に電話してください。応募要領、申込
書などの応募書類を郵送します。
※委員になった場合は、市ホームページなどで氏名を公表しま
す。
担当 都市計画課 �046（252）7376 �046（255）3550

国が進める高齢者、障害者の福祉計画や総合的な視点から地
域の福祉を考える地域福祉計画が各地域で動き始めました。
市では、満たせないさまざまな地域福祉を、地域での「ひと

りひとりの支え合い」によって補おうと呼び掛けています。
今回は立野台・西栗原地区を中心に、私たちが「お互いさま」

の相互扶助で、実際に困っている人の課題を解決するために必
要な福祉のかたちや、行政支援、施策について、学び、話し合
います。
○ところ 立野台コミュニティセンター
○とき・内容

○対　象 西栗原・立野台地区在住者
○定　員 40人（申込順）
○申込方法　２月19日（金）までに直接または電話、ファクス
で担当へ

担当 東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

現在の座間の福祉の現状について、
市内の団体の話を聞きながら、学ぶ 

自分の、地域の課題を出すとともに、自分
たちに何ができるのかを考え、「お互いさま」
の支え合いについてワークショップを行う 

地域のつながりの重要性や地域福
祉に必要なことを考える 

２月21日（日） 

２月28日（日） 

３月14日（日） 

午後1時30分 
　～３時30分 

日　　時 内　　　容 

近年の急速な少子化の進行などを踏まえて、次代の社会を担う子どもが健やかに生
まれ育つ環境を整備するために、平成15年７月に「次世代育成支援対策推進法」が制
定されました。本市においても、平成17年度から21年度において「座間市次世代育成
支援行動計画（前期計画）」を実施してきました。
市では同計画をより充実させるため、平成22年度から26年度における後期計画の策

定に取り組んでいます。このたび、後期計画の素案がまとまりましたので、その概要
などについてお知らせします。
担当 子育て支援課　�046（252）7969 �046（252）7043

○行動計画（後期計画）素案の内容
行動計画（後期計画）素案の内容は、「子育て」に関する問題を大きく７つの分野に

分け（表「第２部各論」参照）、それぞれの具体的な支援策を掲げたものです。なお、
同計画の素案全文は、市役所１階市民情報コーナー、図書館、市公民館、北・東地区
文化センター、子育て支援センター、第二子育て支援センター、市ホームページでご
覧いただけます。
○意見などを募集
市では、同計画について、市民の皆さんのご意見・ご提案を募集します。応募方法

は、任意の用紙または電子メールのタイトルに「次世代育成支援について」と明記し、
２月28日（日）までに郵送、ファクス、電子メールで下記の応募先にご応募ください。
なお、頂いたご意見などに対して個別の回答はしませんが、内容ごとに整理し、市の
ホームページに掲載します。
多くの皆さんからのご意見・ご提案をお待ちしています。

○応募先
〒228-8566 子育て支援課 �046（252）7043
電子メール pb16_jisedai@city.zama.kanagawa.jp

行動計画（後期計画）素案の内容（構成の概要）
第１部　総論
第１章　計画の策定にあたって
第２章　現状と課題
第３章　計画の基本的な考え方

第２部　各論
第１章 安心して子育てできる地域の支援
（１）地域における子育て支援サービスの充実

（子育て支援センター事業、ファミリー・サポート事業など）
（２）保育サービスの充実

（通常保育事業の実施など）
（３）子育て支援のネットワークの発展と育成

（子育て情報誌の充実、子育て支援グループ活動支援事業など）
（４）子どもの健全育成

（赤ちゃんとのふれあい体験、ざま遊友クラブの実施など）
第２章　親子が健やかに育つための支援
（１）子どもや母親の健康の確保

（母親父親教室、乳幼児健康診査、小児医療費助成制度など）
（２）心と体を育む“食育”の推進

（離乳食教室、保育園・小学校・中学校の食育など）
（３）思春期保健対策の充実　（赤ちゃんとのふれあい体験、教育相談など）
（４）小児医療の充実　（小児救急医療体制）

第３章　子どもが心豊かに学び育つ教育環境
（１）次代の親の育成　（赤ちゃんとのふれあい体験）
（２）子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備

（心の教育の推進、学校評議員制度など）
（３）家庭や地域の教育力の向上

（公民館学級・講座開設事業、ブックスタートなど）
（４）子どもを取り巻く有害環境対策の推進

（正しい携帯電話の使用方法の啓発など）
第４章　子育てにやさしい地域環境
（１）良好な居住環境の確保　（公的住宅の供給、市営住宅の安全性の確保）
（２）安心して外出できる環境、安全・安心な生活環境の整備

（総合交通対策事業、公園等整備事業など）
第５章　子育てと仕事の両立支援
（１）仕事と子育ての両立の推進　（広報・啓発事業、通常保育事業など）
（２）多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し

（広報・啓発事業、母親父親教室など）
第６章　子育てに安全・安心な地域づくり
（１）子どもの交通安全を確保するための活動の推進

（子どもの交通安全教育など）
（２）子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

（防犯啓発活動、緊急情報メール配信サービスなど）
（３）被害に遭った子どもの保護の推進　（相談事業活動）

第７章　要保護児童・家庭への自立支援
（１）児童虐待防止対策の充実

（要保護児童対策協議会の開催、児童相談、短期入所生活援助事業など）
（２）母子家庭等の自立支援の推進

（母子自立支援員による相談、母子家庭自立支援給付金事業の推進など）
（３）障害児施策の充実　（乳幼児発達支援事業、児童デイサービス事業など）

※カッコ内は主な支援事業

申
請
期
間

支
給
金
額

申
請
方
法

対
　
象
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市
で
は
二
月
十
六
日
（
火
）
か
ら
三
月
十
五
日
（
月
）
ま
で
、
市
役
所
五

階
五
―
一
会
議
室
で
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の

受
け
付
け
を
実
施
し
ま
す
。
三
月
中
は
申
告
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

申
告
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
分
離
所
得
（
土
地
建
物
や
株
式
の
譲

渡
、
退
職
所
得
な
ど
）、
平
成
二
十
一
年
中
に
居
住
用
住
宅
を
購
入
し
入
居
さ

れ
た
方
、
ま
た
は
増
改
築
さ
れ
た
方
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
、
複
雑
な
確

定
申
告
や
青
色
申
告
は
市
役
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

同
期
間
内
に
大
和
税
務
署
で
申
告
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当

市
民
税
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
０
０
７

�
０
４
６（
２
５
５
）
３
５
５
０

大
和
税
務
署
　
�
０
４
６（
２
６
２
）
９
４
１
１

市
で
は
、
前
年
の
状
況
か
ら

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方

に
、
一
月
下
旬
に
市
民
税
・
県

民
税
の
申
告
用
紙
を
郵
送
し
ま

し
た
。
申
告
用
紙
が
届
い
た
方

は
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
が
必
要
で
あ
っ

て
も
申
告
用
紙
が
届
い
て
い
な

い
方
は
、
担
当
ま
た
は
各
出
張

所
で
申
告
用
紙
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

税理士会大和支部では、小規模事業者の方の所得税と消費税、
給与所得者および年金受給者の所得税の申告相談と受け付けを
実施します。
○と き　２月８日（月）午前９時～11時30分、午後１時～３時
※混雑状況により受け付けを早めに締め切る場合があります。

○ところ　市役所５階５―１会議室
＜お願い＞
・譲渡所得がある場合、所得金額が高額な場合、今回（平成21
年分）初めて住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を受
けられる場合、贈与税申告の場合、青色申告の場合、相談内
容が複雑で時間を要する場合、税理士に依頼している場合は
相談はご遠慮ください。

・ご来場の際は、確定申告書などを作成するために必要な資料
や印、前年の確定申告書などの控えをご持参ください。

○問い合わせ先　大和税務署 �046（262）9411

市民税・県民税の申告を次のとおり受け付けます。会場では、所得税の確定申告についても受け

付けますが、給与所得・年金所得に限ります。

○とき　２月16日（火）～３月15日（月）午前９時～11時、午後１時～４時（土曜・日曜日を除く）

※所得税の還付申告のみ２月10日（水）、12日（金）にも受け付けます。

※各日、混雑状況により受け付けを早めに締め切る場合があります。

○ところ　市役所５階５-１会議室

＜市役所ではできない確定申告＞

事業所得、不動産所得、分離所得（土地建物や株式の譲渡、退職所得など）、青色申告、準確定

申告、損失の申告、所得税の住宅ローン控除、平成20年分以前の申告については市役所ではできま

せん。大和税務署で申告相談をしてください。

＜お願い＞

今年から確定申告書を作成していたタッチパネルが廃止されました。そのため、お一人にかかる

時間が長くなることが予想されます。場合によっては受付時間を早めに終了させていただくことが

あります。ご理解とご協力をお願いします。

方
�
前
年
に
退
職
し
、
再
就
職

を
し
て
い
な
い
方
の
う

ち
、
確
定
申
告
を
し
て
い

な
い
方

�
雑
損（
火
災
、盗
難
な
ど
）、

医
療
費
、
生
命
保
険
料
な

ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方

�
税
法
上
の
扶
養
親
族
（
年

齢
に
関
係
な
く
年
間
の
所

得
が
三
十
八
万
円
以
下
）

に
な
っ
て
い
な
い
方

�
市
外
に
居
住
す
る
方
の
扶

養
親
族
に
な
っ
て
い
る
方

�
前
年
に
収
入
が
な
い
方

２
　
一
月
一
日
現
在
で
市
外
に

居
住
し
て
い
た
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

�
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所

を
持
つ
方

�
転
勤
な
ど
で
市
外
に
居
住

し
、
配
偶
者
や
子
の
み
市

内
に
居
住
し
て
い
る
方

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
の
は
、
主
に
次
の
よ
う

な
方
で
す
。
た
だ
し
、
税
務
署

に
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場

合
、
こ
の
申
告
は
不
要
で
す
。

１
　
一
月
一
日
現
在
で
市
内
に

居
住
し
て
い
た
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

�
給
与
以
外
の
不
動
産
、
配

当
、
雑
所
得
（
年
金
な
ど
）

な
ど
、
各
種
所
得
が
あ
る

方
で
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
な
い
方

�
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先

か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
が
な
い
方

�
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所

得
以
外
の
所
得
の
合
計
額

が
二
十
万
円
以
下
の
方

	
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の

支
払
い
を
受
け
て
い
て
、

確
定
申
告
の
必
要
が
な
い

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に

は
、
次
の
物
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

１
　
申
告
書
と
印（
認
め
印
可
）

２
　
源
泉
徴
収
票
、
収
支
明
細

書
ま
た
は
支
払
調
書
な
ど
収

入
を
証
明
す
る
物

３
　
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険

料
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
方

は
、
そ
の
控
除
証
明
書

４
　
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

や
国
民
健
康
保
険
な
ど
）
の

支
払
領
収
書
な
ど

※
国
民
年
金
保
険
料
は
控
除

証
明
書

５
　
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
な
ど

市民税・県民税の出張申告相談を次のとおり実施しま

す。不明な点など、お近くの会場で気軽にご相談ください。

※会場に税務署職員や税理士がいないため、確定申告の相

談はできませんが、すべて記入済みの確定申告書の提出は

受け付けます。

※各会場とも駐車場がありませんので、車での来場はご遠

慮ください。

○と き　２月16日（火）～３月15日（月）午前９時～11時、
午後１時～４時（土曜・日曜日を除く）
※２月21日（日）、２月28日（日）午前９時～11時、午後
１時～４時に、確定申告書作成の助言と申告書の受け付け
を特別に実施します。
＜２月21日・28日に実施する業務＞
・所得税等確定申告用紙の配布、申告相談と申告書の受け
付け

・納付相談
＜２月21日・28日に実施しない業務＞
・電話相談
・法人税などの他税目に関する相談と申告書などの受け付
け

・納税証明書の発行
・現金納付

○ところ　大和税務署（右図参照）
○土曜・日曜日、夜間受け付け

土曜・日曜日、夜間でも税務署正面玄関入り口左側に設
置してある「時間外収受箱」に投函することで、申告書の提出ができます。
また、税務署あての郵送（消印が申告期限内になるよう早めに提出してください。）でも提出できますのでご利用

ください（申告書の控えが必要な方は、切手を張った返信用封筒を同封）。
○問い合わせ先　大和税務署　�046（262）9411

所得税確定申告書は、国税庁ホー
ムページ（http://www.nta.go.jp）
の「確定申告書等作成コーナー」で、
皆さんのご自宅などのパソコンを使
って作成できます。プリントアウト
した申告書は、そのまま提出するこ
とができるほか、作成したデータを
「e－Tax」（国税電子申告・納税シ
ステム）で、そのまま電子申告する
こともできま
す。
詳しくは、同

ホームページを
ご覧ください。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、

前
年
の
申
告
に
基
づ
い
て
必
要

と
思
わ
れ
る
方
に
税
務
署
か
ら

事
前
に
郵
送
さ
れ
ま
す
が
、
平

成
二
十
年
分
の
所
得
税
ま
た

は
、
消
費
税
の
確
定
申
告
を
①

電
子
送
信
し
た
方
②
税
務
署
の

作
成
コ
ー
ナ
ー
用
パ
ソ
コ
ン
ま

た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
し
て
申
告
書
を
作
成
し
提

出
し
た
方
に
は
確
定
申
告
書
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

昨
年
か
ら
新
た
に
事
業
を
始
め

た
方
や
還
付
申
告
を
す
る
方

は
、
税
務
署
ま
た
は
市
役
所
二

階
市
民
税
課
、
市
役
所
各
出
張

所
で
申
告
書
を
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
用
紙
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.go.

jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
は
、
主
に
次
の
よ

う
な
方
が
必
要
で
す
。

１
　
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
、
雑
所
得
（
年
金
な
ど
）

な
ど
が
あ
り
、
各
種
所
得
金

額
の
合
計
額
が
配
偶
者
控

除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
方

２
　
給
与
所
得
者
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方

�
給
与
の
年
間
収
入
金
額
が

二
千
万
円
を
超
え
る
方

�
給
与
所
得
以
外
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
方

�
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
な

ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
方

３
　
前
年
中
に
土
地
（
借
地
権

を
含
む
）
や
建
物
、
ゴ
ル
フ

会
員
権
な
ど
の
資
産
を
売
却

し
た
方
（
譲
渡
所
得
が
あ
っ

た
方
）

４
　
平
成
二
十
一
年
中
に
住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
自

宅
を
購
入
し
入
居
し
た
方
ま

た
は
増
改
築
し
た
方

一
般
に
給
与
所
得
者
は
、
年

末
調
整
に
よ
っ
て
所
得
税
の
精

算
が
済
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
な
ど
は
、
確
定
申
告
で
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
を
還
付
申
告
と

い
い
、
給
与
所
得
・
年
金
所
得

の
還
付
申
告
に
限
り
市
役
所
で

確
定
申
告
で
き
ま
す
。

【
医
療
費
控
除
を
す
る
と
き
】

本
人
や
家
族
が
、
病
気
治
療

や
出
産
な
ど
で
、
年
間
に
十
万

額
が
分
か
る
物

	
印
（
認
め
印
可
）

�
申
告
者
本
人
名
義
の
銀
行

な
ど
の
口
座
番
号
の
控
え

（
還
付
金
の
振
込
先
）

※
医
療
費
の
領
収
書
の
金
額

や
補
て
ん
金
額
は
前
も
っ
て

合
計
額
を
計
算
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

【
中
途
退
職
な
ど
で
年
末
調
整

が
さ
れ
て
い
な
い
と
き
】

前
年
の
途
中
で
退
職
し
再
就

職
し
な
か
っ
た
場
合
で
、
年
末

調
整
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

確
定
申
告
に
よ
っ
て
所
得
税
の

精
算
が
で
き
ま
す
。

申
告
に
は
、
次
の
物
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

�
源
泉
徴
収
票

�
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
方

は
、
そ
の
控
除
証
明
書

�
社
会
保
険
料
の
支
払
領
収

書
な
ど
（
国
民
年
金
保
険

料
は
控
除
証
明
書
）

	
印
（
認
め
印
可
）

�
申
告
者
本
人
名
義
の
銀
行

な
ど
の
口
座
番
号
の
控
え

（
還
付
金
の
振
込
先
）

※
還
付
申
告
を
す
る
際
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
各
申
告
と
も
前
年
分
の
確
定

申
告
を
し
て
い
る
方
は
、
そ

の
控
え
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

◇
申
告
書
に
源
泉
徴
収
票
お
よ

び
必
要
書
類
の
添
付
が
な
い

場
合
や
、
記
載
し
た
内
容
に

誤
り
な
ど
が
あ
る
と
、
還
付

金
の
支
払
い
が
大
幅
に
遅
れ

る
場
合
や
、
支
払
い
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所

得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万

円
以
下
で
あ
る
た
め
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
な
い
方

が
、
還
付
を
受
け
る
た
め
に

確
定
申
告
を
す
る
場
合
は
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
に
つ
い
て
も
申

告
が
必
要
で
す
。

※
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、

分
離
所
得
、
譲
渡
所
得
、
所
得

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
（
平
成

二
十
一
年
中
に
居
住
用
住
宅
を

【医療費控除の計算式】
医療費控除額（最高200万円）

＝「年間の医療費の合計金額」－
「健康保険組合や生命保険などか
ら補てんされる金額」－「10万円
または所得金額の合計額の５%の
いずれか少ない方の金額」

２月３日（水） 

２月４日（木） 

２月５日（金） 

２月９日（火） 

午前９時30分 
　　～11時30分 
午後１時～３時 

市公民館 

東地区文化センター 

ひばりが丘コミュニティセンター 

相模が丘コミュニティセンター 

と　　き と　こ　ろ 

円
（
あ
る
い
は
所
得
金
額
の
五

パ
ー
セ
ン
ト
）
以
上
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
下
記

の
医
療
費
控
除
の
計
算
式
に
よ

っ
て
計
算
し
た
金
額
を
、
医
療

費
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か
ら

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
告
に
は
、
次
の
物
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

�
源
泉
徴
収
票

�
医
療
費
の
領
収
書

�
高
額
医
療
費
・
分
娩

ぶ
ん
べ
ん

費
な

ど
で
医
療
費
の
補
て
ん
金

○定額給付金　課税されません
○子育て応援特別手当　課税対象（一時所得）と
なります
※昨年中に、ほかに一時所得（注）が無い方は
課税されません。
※子育て応援特別手当を受給された方で、ほか
に、昨年中に一時所得があった方は、大和税務
署または市民税課市民税係までご相談ください。

注 一時所得とは、生命保険金の一時金や損害保険の
満期返戻金などの「労務や役務の対価としての性質や
資産の譲渡による対価としての性質を有しない一時の
所得」です。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
な

ど
に
つ
い
て
、
今
回
か
ら
変
更

と
な
る
内
容
が
あ
り
ま
す
。
主

な
変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

１
　
住
宅
借
入
金
等
（
住
宅
ロ

ー
ン
）
特
別
税
額
控
除
の
創

設
と
現
行
制
度
の
改
正

【
住
宅
借
入
金
等
（
住
宅
ロ
ー

ン
）
特
別
税
額
控
除
の
創
設

（
平
成
二
十
一
年
以
降
分
）】

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
二
十
一
年
か
ら
二
十
五
年

ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方
で
、
所

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
か
ら

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
翌

年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
か
ら

控
除
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

〈
控
除
額
〉

次
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
が

翌
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
所

得
割
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

�
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
可
能
額
の
う
ち
、
所
得

税
に
お
い
て
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
額

�
所
得
税
の
課
税
所
得
金
額

な
ど
の
五
パ
ー
セ
ン
ト

（
九
万
七
千
五
百
円
を
限

度
）

〈
手
続
き
方
法
〉

初
め
て
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控

除
の
適
用
を
受
け
る
方
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
二
年
目
以
降
は
、
給

与
所
得
の
み
で
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
が
年
末
調
整
で
済
ん
で
い
る

方
の
場
合
、
勤
務
先
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）

が
市
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け

る
た
め
の
市
へ
の
申
告
は
不
要

で
す
。

【
住
宅
借
入
金
等
（
住
宅
ロ
ー

ン
）
特
別
税
額
控
除
の
現
行
制

度
の
改
正
】

平
成
十
一
年
か
ら
十
八
年
ま

で
の
間
に
入
居
し
た
方
で
、
給

与
所
得
の
み
で
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
が
年
末
調
整
で
済
ん
で
い
る

方
の
場
合
、
勤
務
先
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）

が
市
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は

市
へ
の
申
告
は
不
要
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
年
末
調
整
の

済
ん
で
い
な
い
方
や
給
与
所
得

以
外
の
所
得
の
あ
る
方
に
つ
い

て
は
、
税
務
署
で
確
定
申
告
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
十
一
年
か
ら
十

八
年
ま
で
の
間
に
居
住
し
、
山

林
所
得
・
退
職
所
得
の
あ
る

方
、
ま
た
は
平
均
課
税
の
適
用

を
受
け
て
い
る
方
で
、
旧
制
度

（
税
源
移
譲
に
よ
る
経
過
措
置
）

に
よ
る
市
民
税
・
県
民
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け

た
い
方
は
市
へ
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
　
上
場
株
式
な
ど
に
か
か
わ

る
配
当
所
得
に
対
す
る
課
税

の
見
直
し

【
上
場
株
式
な
ど
に
か
か
わ
る

配
当
所
得
の
申
告
分
離
課
税
の

創
設
】

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
以

降
の
支
払
い
を
受
け
る
べ
き
上

場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
を
申

告
す
る
場
合
に
お
い
て
、
申
告

す
る
上
場
株
式
な
ど
に
か
か
わ

る
配
当
所
得
の
合
計
額
に
つ
い

て
は
、
総
合
課
税
と
申
告
分
離

課
税
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

【
上
場
株
式
な
ど
に
か
か
わ
る

譲
渡
損
失
の
損
益
通
算
の
特
例

の
創
設
】

平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
各

年
度
分
の
個
人
住
民
税
（
市
・

県
民
税
）
に
つ
い
て
、
前
年
度

分
の
上
場
株
式
な
ど
に
か
か
わ

る
譲
渡
損
失
の
金
額
が
あ
る
と

き
ま
た
は
、
前
年
以
前
の
三
年

以
内
の
各
年
に
生
じ
た
上
場
株

式
な
ど
の
譲
渡
損
失
の
金
額
が

あ
る
場
合
に
は
、
申
告
分
離
課

税
を
選
択
し
た
上
場
株
式
な
ど

の
配
当
所
得
の
金
額
か
ら
控
除

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

購
入
し
入
居
さ
れ
た
方
ま
た
は

増
改
築
さ
れ
た
方
）
な
ど
の
複

雑
な
確
定
申
告
や
青
色
申
告
の

方
は
、
市
役
所
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
大
和
税
務
署
で
申
告
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
大
和
税
務
署
で
は
、
二
月
十

六
日
（
火
）
以
前
で
も
還
付
申

告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※税務署の駐車場は狭く限りがあるため、車での来署
はご遠慮ください。 

大和税務署案内図 
〒242－8567　大和市中央５－14－22

大
和
駅 

相模鉄道（地下） 

至相模大野 

至藤沢 

N

至
横
浜 

至
海
老
名 

小
田
急
電
鉄
江
ノ
島
線 

や
ま
と 

公
園 

警察署 

県税事務所 

農協 

県税事務所 

農協 

（大和駅南入口） 

（大和税務署入口） 

（大和警察署前） 

大和税務署 

市役所での申告の受け付け市民税・県民税の出張申告相談
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2
日 月 火 水 木 金 土 
  1 2 3 4 5 6 
 7 8 9 10 11 12 13 
 14 15 16 17 18 19 20 
 21 22 23 24 25 26 27 
 28 
 

3
日 月 火 水 木 金 土 
  1 2 3 4 5 6 
 7 8 9 10 11 12 13 
 14 15 16 17 18 19 20 
 21 22 23 24 25 26 27 
 28 29 30 31

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 
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家屋（物置などを含む）を取り壊
したり、新築や増築をしたりすると、
翌年度から固定資産税と都市計画税
が変わります。登記が遅れる場合は、
お早めに担当にご連絡ください。
担当 固定資産税課
�046（252）8047 �046（255）3550

４月１日から身体障害者福祉法に
おける身体障害の認定に、肝臓機能
障害が追加されることから、障害者
手帳の発行申請の受け付けを開始し
ました。
○申請場所　市役所１階障害福祉課
○対象者　肝臓機能障害により、日
常生活に著しい制限を受けている
方

※申請についての詳細は、担当にお
問い合わせください。
担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　２月16日（火）午前９時
30分～

○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当 教育管理課
�046（252）8347 �046（252）4311

▼ＮＴＴ栗原社宅＝３日・17日午前
10時30分～11時30分▼相模野小学
校＝３日・17日午後１時50分～３時
30分▼小松原１丁目児童遊園地＝４
日・25日午前10時30分～11時30分▼
東原小学校＝５日・19日午後２時50
分～３時45分▼ひばりが丘南児童
館＝６日・20日午後２時30分～３時
30分▼中原小学校＝10日午後１時～
１時30分、24日午後２時40分～３時
45分▼相模が丘４丁目多目的広場＝
12日・26日午前10時30分～11時30分
▼栗原小学校＝12日・26日午後２時
45分～３時45分▼東原共同住宅８号
棟前＝18日午前10時30分～11時30分
▼入谷小学校＝18日午後２時50分～
３時45分
※雨天中止。学校への巡回は時間が
変更になる場合があります。
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

○と　き　２月25日（木）午前10時
～11時30分

○ところ　市役所５階５－４会議室

○内　容　悪質商法トラブル対処法
○定　員　30人（申込順）
○申込方法　２月18日（木）までに
電話で担当へ

担当 商工観光課
�046（252）7604 �046（255）3550

○と　き　２月14日（日）午前９時
30分～正午（雨天中止）

○ところ　小田急線座間駅前～入谷
５丁目

○集合場所　座間駅東口
○対　象　小学生以上
○定　員　25人（申込順）
○参加費　無料
○持ち物　双眼鏡、筆記用具、雨具
ほか

○申込方法　２月12日（金）までに
電話で担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8431 �046（252）4311

○と　き　２月19日（金）午後６時30
分～８時30分（午後６時受付開始）

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）３階大体育室

○対　象　小学生以上の市内在住者
（小学生は大人同伴）
○持ち物　運動のできる服装、室内
用運動靴、タオル

○申込方法　２月16日（火）までに
直接または電話で担当へ（当日受
け付け可）

担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　３月14日（日）午後１時
～（午後０時30分受付開始）

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）３階大体育室

○対　象　市内在住の４～６人チー
ム（男性のみの編成不可）

○持ち物　室内用運動靴、着替え、
飲み物

○申込方法　２月26日（金）までに
所定の用紙に必要事項を記入し、
直接または郵送（〒228-8566緑ケ
丘１-１-１）、ファクスで担当へ

※用紙は担当・市内小学校に準備。
市ホームページからダウンロードも
できます。
※車で来場の際は、第２駐車場（消
防本部前）に駐車してください。
担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　２月21日（日）午前10時
～正午

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）３階講習室

○内　容　団体の活動内容を一目で
伝えることのできる写真やインパ
クトのある写真の撮り方

○対　象　市民活動をしている団体
または個人

○定　員　20人（申込順）

○参加費　無料
○申込方法　２月15日（月）までに
電話またはファクスで市民活動サ
ポートセンター�046（255）0201�
046（255）3243へ

担当 協働まちづくり課
�046（252）8237 �046（255）3550

◆公民館おもちゃ病院
○と　き　２月20日（土）午前10時
～正午（11時30分受付終了）

○内　容　壊れたおもちゃの修理
（修理できない物もあります）
○対　象　小学生以下（保護者同伴）
○定　員　20組（先着順）
○費　用　無料（部品代などは実費）
○参加方法　当日直接同館へ

◆北文文学散歩
○と　き　①２月23日（火）午後１
時30分～３時30分②３月４日（木）
午前８時30分～午後５時③３月10
日（水）午後１時30分～３時30分
（全３回）
○ところ　①③北地区文化センター
②逗子・鎌倉方面（記念館など）

○内　容　①国木田独歩の作品を中
心に作品、名所などの魅力を学ぶ
②独歩と文豪たちゆかりのまち
（現地見学）③学習のまとめ
○講　師　中央大学教授　渡部芳紀
さん

○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　30人（申込順）
○受講料　無料（交通費・入館料な
どは自己負担）

○申込方法　２月13日（土）までに直
接またはファクスで同センターへ

◆歴史講座「歴史に見る経済危機」
○と　き　２月26日、３月５日、19
日いずれも金曜日午後２時～３時
30分（全３回）

○内　容　日本前近代における民衆
の生活と抵抗、世界恐慌と日本

○定　員　30人（申込順）
○持ち物　ノート、筆記用具
○申込方法　２月21日（日）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆ワード入門講座
○と　き　３月６日～27日毎週土曜
日午後１時30分～４時30分（全４
回）

○内　容　ワードの始め方、文面の
装飾、表作りなど

○講　師　座間市パソコンサポート
クラブ

○対　象　マウス操作・文字入力の
できる方

○定　員　16人（多数抽選）
○参加費　2,270円（テキスト代ほか）
○持ち物　筆記用具ほか
○申込方法　２月16日（火）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆ジュニア・サイエンスクラブ④
手作りラジオに挑戦！
○と　き　３月13日（土）午後１時
30分～５時

○内　容　トランジスタラジオを作
る

○講　師　総務省神奈川県電波適正
利用推進員協議会　川島健太郎さ
んほか

○対　象　市内在住の小学４年～中
学生

○定　員　30人（多数抽選）
○参加費　1,600円（材料代）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　２月26日（金）までに往
復はがき（１枚に二人まで）に氏
名（ふりがな）、学年、住所、電話
番号、「手作りラジオ参加希望」と
明記の上、同センターへ郵送する
か、返信用はがきを直接持参

◆スカイアリーナ座間フェア
「来て！見て！感動！」をテーマ

に、自主的・継続的なスポーツ活動
を実施しているサークル（20団体23
サークル）が、日ごろの活動の成果
を披露する演技発表会です。
○と　き　２月14日（日）午前９時
30分～午後１時15分（午前９時開
場）

○アトラクション　創作ダンス（座
間高校創作舞踊部）

○入　場　自由（当日直接会場へ）
※一般観覧席は席数に限りがありま
す。あらかじめご了承ください。
※駐車場は台数に限りがあるため、
公共交通機関をご利用ください。

◆給食調理員①臨時職員②非常勤職
員の登録受け付け

○応募資格　学校給食調理に興味が
ある健康な方

○勤務場所　市内小学校
○勤務日時　①月曜～金曜日午前８
時15分～午後４時45分②不定期
（半日勤務を週に１、２回と病欠
時の代行）

○賃　金　市規定による
○任用方法　欠員が生じた際に選考
の上で任用

○応募方法　所定の用紙（担当窓口、
市ホームページからダウンロード
も可）に必要事項を記入し本人が
担当に持参

※この登録は、他事業所への就職活
動を制限するものではありません。
担当 学校教育課
�046（252）8749 �046（252）4311

◆心のフレンド員（教育ボランティ
ア）

○募集人数　若干名
○応募資格　教育・心理学などを専

攻している大学生・大学院生
○業務内容　市内中学校での不登校
傾向生徒への学習支援、メンタル
フレンド

○勤務場所　市内中学校
○勤務期間　４月１日から１年間
○勤務日時　週１日程度４時間以上
（時間帯は学校と相談）
○謝　金　交通費の一部を補助
○応募方法　市販の履歴書（写真貼
付）を担当に持参または郵送（〒
228-8566緑ケ丘１-１-１）

※追って面接日時を連絡します。
担当 教育研究所
�046（252）8460 �046（252）4311

◆おはなしボランティア
○募集内容　毎週、図書館で開催し
ている「子どもおはなし会」で、
一緒に読み聞かせをしてくださる
方

※内容、回数など詳しくは担当へお
尋ねください。
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

◇地域福祉ふれあい基金へ
▽３万7901円＝�かおる建設工業、
�ケイショウ▽１万円＝�日栄ハイ
ム
◇交通対策基金へ
▽20万円＝村田岳生

○わかばダンスサークル
▽とき＝原則毎週木曜日（月４回）
午後７時～９時30分▽ところ＝東原
コミュニティセンター、東地区文化
センター▽内容＝社交ダンス▽会
費＝月額2500円▽連絡先＝�046
（233）4302（菊地）
○俳句　和泉会
▽とき＝毎月第１火曜日午後１時～
４時▽ところ＝東地区文化センター
▽内容＝俳句会形式による俳句研修
▽会費＝半年額4000円程度▽連絡
先＝�046（254）7011（尾形）

○インターナショナル・クッキング
▽とき＝２月５日（金）午前10時～
午後１時▽ところ＝東原コミュニテ
ィセンター▽内容＝ガーナ料理アラ
カルト▽定員＝25人（申込順）▽参
加費＝1200円、国際交流協会員1000
円▽持ち物＝エプロン▽申込方法＝
電話またはファクスで��046（253）
4722（佐藤）へ
○バードウオッチング
▽とき＝２月６日（土）午後１時～
３時（雨天中止）▽ところ＝座間谷
戸山公園▽内容＝冬鳥と池のカモの
様子を観察▽集合場所＝座間谷戸山
公園　里山体験館前▽持ち物＝双眼
鏡、野鳥図鑑▽申込方法＝当日直接
同公園へ▽その他＝車で来場の際は
北口・東口多目的広場駐車場の利用
を▽問い合わせ先＝同公園管理事務
所�046（257）8388
○介助犬とふれあおう！
▽とき＝２月６日（土）午後１時～
▽ところ＝小松原コミュニティセン

ター▽内容＝介助犬との触れ合いを
通して犬と人、人と人が支え合うこ
とを体験▽定員＝30人▽申込先＝同
センター�046（257）9640
○災害避難所宿泊体験塾
▽とき＝２月13日（土）午後１時30
分～14日（日）午前９時（１泊２日、
雨天決行）▽ところ＝相模野小学校
▽持ち物＝寝具類（寝袋・床敷物）、
防寒具、上靴、洗面用具、コップ、
食器、水筒、筆記用具、カイロ、着
替え、常備薬ほか▽参加費＝大人
500円、小学生以下300円▽申込方法
＝２月10日（水）までにファクス�
046（252）0722または電子メール
zsvn_info@yahoo.co.jpでざま災害
ボランティアネットワーク事務局へ
○手づくり文化展
▽とき＝２月13日（土）午前11時～
午後５時、14日（日）午前10時～午
後３時▽ところ＝ハーモニーホール
座間▽内容＝北央医療生協組合員の
絵画、書、写真などの展示▽入場＝
自由▽問い合わせ先＝�046（252）
1355（飯島）
○座間市民オペラ合唱団
「第１回定期演奏会」
▽とき＝２月14日（日）午後１時開
演▽ところ＝ハーモニーホール座間
▽内容＝第１部混声組曲「心の四
季」、第２部オペラ「けやき姫」よ
り抜粋▽入場料＝1500円▽問い合わ
せ先＝�046（252）0861（黒澤）
○ボランティアのつどい
▽とき＝２月20日（土）午後１時30
分～４時▽ところ＝サニープレイス
座間▽内容＝健康についての講話、
食事メニュー紹介、ゴムバンド体操、
エコキャップ回収▽対象＝ボランテ
ィアや福祉に関心のある方▽申込方
法＝ボランティア連絡協議会事務局
�046（266）2002�046（266）2009へ
○「そば打ち体験教室」自分で打っ
て・味わお～！

▽とき＝２月21日（日）午前10時～午
後２時▽ところ＝相武台コミュニテ
ィセンター▽内容＝手打ちそば作り
▽定員＝10人（申込順）▽参加費
＝1000円▽持ち物＝三角きん、エプ
ロン、空ペットボトル（500��）▽
申込先＝同センター�046（258）3001
○親力アップ講座
▽とき＝２月25日（木）午前10時～
11時30分▽ところ＝ハーモニーホー
ル座間▽内容＝どんなピンチにも負
けない！ホントの強い子を育てる▽
対象＝乳幼児～小学生を持つ母親▽
定員＝50人（申込順）▽保育料＝
300円▽申込方法＝電話またはファ
クスで�スコーレ家庭教育振興協会
��042（758）0653（都崎）へ
○音楽劇「ピノキオ」
▽とき＝２月27日（土）午後２時～
３時▽ところ＝東地区文化センター
▽内容＝女性だけの演劇集団「呼

こ

華
はな

」
による音楽劇、手遊び歌▽対象＝乳
幼児～10歳ぐらい▽問い合わせ先＝
子育て支援NPO風の子�080（6800）
4140
○卓球講習会
▽とき＝２月27日（土）午後１時～
３時▽ところ＝スカイアリーナ座間
▽内容＝卓球の基本と試合戦術▽講
師＝元世界選手権日本代表　三田村
宗明さん▽対象＝市内在住・在勤の
卓球愛好者▽定員＝50人（申込順）
▽参加費＝800円▽主催＝スポーツ
指導者協議会▽申込方法＝２月15日
（月）までに郵便番号、住所、氏名、
電話番号を明記の上、ファクスまた
は郵送で▽申込先＝〒228-0001相模

区　分 と　　　き と　こ　ろ 

２月の相談日 

弁　護　士 

交　通　事　故 

不　動　産  
（取引・契約） 

障　害　児　者 
（身体・知的） 

障　害　者 
就　労　支　援 

市　民　一　般 

分譲マンション 
（近隣・管理組合） 

行　　　　政 
（国に対する要望） 

消　費　生　活 
（訪問販売・多重債務など） 

行　政　書　士 
（相続・遺言書） 

担当　広聴相談課 �０４６（２５２）８２１８ 

�０４６（２５２）８４９０ 
（電話相談も可） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時30分 

毎月第４木曜日午後１時30分～４時30分 

毎月第３火曜日午後１時30分～４時30分 

毎週月曜～金曜日午前９時30分～正午と午後１時 
～３時30分（10日（水）の相談は午後のみ） 

25日 

毎月第２金曜日午後１時30分～４時30分 
（10日まで受け付け） 12日 

18日 

16日 

12日 
18日 

９日夜 
10日　 
16日夜 
17日　 
23日夜 

予約制（電話可） 
受付�０４６（２５２）８２１８ 
市役所３階相談室 
※１日午前８時30分か
ら今月分を受け付け、
いずれも定員になり次
第、締め切ります。な
お、弁護士相談は年間
一人につき１回（25分
以内）、その他の相談
は一人30分以内とさせ
ていただきます。相談
される要点をよく整理
してお越しください。 

駐留軍離職者 

青　少　年 

教　　　　育 

子どもいじめ 
ホットライン 

就　　　　学 
（障害児対象） 

母子・父子家庭 

児　　　　童 

毎週月曜～金曜日午前10時～午後４時 

毎週月曜・水曜・金曜日午前９時～正午と午後１時 
～５時15分 

毎週火曜・金曜日午後１時～５時 
（予約制（電話可）） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時 

毎週月曜～金曜日午前９時30分～11時30分と午後 
１時～３時30分 

毎週月曜～金曜日午前８時30分～正午 
午後１時～５時（予約制（電話可）） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時 

人　　　　権 

ドメスティック 
バイオレンス 

住まい 探し 
（高　齢　者） 

毎月第２火曜日午前９時～11時30分 ９日 

２日 

毎月第３木曜日午前10時～午後３時 18日 

市役所１階子育て支援課 

市役所１階子育て支援課 

青少年センター１階 
青少年相談室 

市役所５階教育指導課 

市役所５階教育研究所 

市役所３階市民人権課 

サニープレイス座間 

市役所３階相談室 

ふれあい会館２階 

市役所１階障害福祉課 

担当　市民人権課 �０４６（２５２）８４８３ 

担当　教育研究所 �０４６（２５９）２１６４ 

毎週月曜～金曜日午前８時30分～午後６時 �０４６（２５９）２１６４ 
（電話相談のみ） 

担当　教育指導課 �０４６（２５２）８７３２ 

担当　青少年相談室 �０４６（２５６）０９０７ 

担当　子育て支援課 �０４６（２５２）７２０１ 

相談専用電話 
�０４６（２５５）０５００ 

担当　商工観光課 �０４６（２５２）７６０４ 

担当　障害福祉課 �０４６（２５２）７１３２ 

担当　長寿介護課 �０４６（２５２）７１２７ 

12日午前９時～正午、18日午後１時30分～
４時30分 

毎月第３木曜日午前９時30分～11時30分 

偶数月第１火曜日午後１時30分～４時 
（電話予約制。１月29日（金）までに�かながわ
住まい・まちづくり協会�045（664）6896へ） 

毎月第２・第３・第４火曜日午後６時30分
～９時 
毎月第２・第３水曜日午後１時30分～４時
30分 

毎週火曜・木曜・金曜日午前10時～正午と 
午後１時～３時（予約制（電話可）） 

が丘1-36-16山口道子�046（256）1544
○地デジ共聴施設改修促進説明会
▽とき＝３月４日（木）午前10時30
分、午後２時（２回開催）▽とこ
ろ＝相模原市民会館（相模原市中央
１-13-15）▽定員＝各80人▽参加方
法＝当日直接会場へ▽問い合わせ
先＝総務省関東総合通信局デジタル
放送受信者支援室�03（6238）1721
○特定（産業別）最低賃金が改定
特定の産業に従事する労働者を対

象にした特定（産業別）最低賃金の
金額が、12月25日から改定されまし
た。改定後の最低賃金時間額は次の
とおりです。▽塗料製造業＝858円
▽鉄鋼業＝843円▽非鉄金属・同合
金圧延業、電線・ケーブル製造業＝
814円▽一般機械器具製造業＝837円
▽電気機械器具製造業＝829円▽輸
送用機械器具製造業＝832円▽自動
車小売業＝828円。
※詳細については、神奈川労働局労
働基準部賃金課�045（211）7354へお
問い合わせください。

おわびと訂正
本紙１月15日号１面二つの案内図

２月に納めていただくのは
▽国民健康保険税（第９期）
※最寄りの市指定金融機関（ゆうちょ銀行を含む）、郵便局、市役所
または各出張所で納めてください。使用料などもお忘れなく。
※納期限を過ぎると、延滞金を納めていただく場合があります。
※毎月第２・第４土曜日午前８時30分から正午まで、市役所において
市税、国民健康保険税の納付窓口を開設しています（今月は２月13
日・27日）。
※詳しい内容は収納課�046（252）8021へ（国民健康保険税については
国保年金課�046（252）7003へ）。

内で右下の駅名と地名に誤りがあり
ました。「至相模台下駅」「至相模台」
は、正しくは「至相武台下駅」「至
相武台」です。
また、本紙１月15日号４面「募集

非常勤・日々雇用職員」の応募締切
日に誤りがありました。正しくは２
月22日（月）です。
おわびして訂正します。

新築・増築・取り壊し時は連絡を

教育委員会２月定例会

移動図書館ひまわり号巡回日程

消費生活講座

早春探鳥会

ファミリーバドミントン・
ソフトバレーボール教室

ソフトバレーボール大会

写真の撮り方講座
デジカメを使って

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

スカイアリーナ座間
�046（255）0077 �046（255）1188

新たに肝臓機能障害が認定に
身体障害者手帳の発行申請を
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「春を呼ぶ、エレガントピアノデュオ」 
○と　き　２月１０日（水）午後０時３０分～０時５０分 
○ところ　市役所１階市民サロン 
○曲　目　中田喜直作曲「春が来て、桜が咲いて」 
　　　　　ショパン作曲ピアノコンチェルト第１番より１楽章ほか 
○演奏者　ピアノ連弾　デュオ　ツィンベル 
　　　　　（櫻井桂子さん・遠藤美和子さん） 

緒
お

方
がた

咲希菜
さ き な

ちゃん
H21. 1 .23生まれ　女
緑ケ丘 5 丁目

橋
たかはし

芽
めい

ちゃん
H21. 8 .16生まれ　女
四ツ谷

２月25日（木）～３月７日（日）の間、市内の団体・サークルなどによ
る活動紹介・体験を行う生涯学習フェスティバルを開催します。
「いつでも　どこでも　誰でも学べる～気楽に参加　楽しさ発見～」を

テーマに多くの催しが行われ、以下の催しは事前申し込みとなります。
講座名、氏名、住所、電話番号を電話・ファクスで担当にご連絡くださ

い。受講決定者には、後日詳しいお知らせを郵送します。

担当 生涯学習推進課 �046（252）8472 �046（252）4311

かにが沢公園 
多目的広場 

ハーモニーホール座間 
（市民文化会館） 
ギャラリー 

ハーモニーホール座間 
中会議室 

ハーモニーホール座間 
常設展示室 

県立座間谷戸山公園 
パークセンター 
と園内 

各24人 

各10人 

各10人 

各10人 

各15人 

20人 

無料 

100円 

100円 

100円 

無料 

250円 

500円 

催　し　名 日　　程 場　所 
定　員 
(申込順)

参加費 

２月24日（水）午後1時30分
～４時、２月28日（日）午後１
時30分～４時 
３月３日（水）午前10時～11
時30分、午後１時～２時30分 
３月６日（土）シャツ型携帯テ
ィッシュ入れ、３月７日（日）花
のコサージュ　いずれも午
前11時～正午、午後２時～３
時 

３月６日（土）、３月７日（日）
いずれも午前10時～正午、
午後１時～３時 

３月６日（土）午前10時～11時、
11時～正午、午後１時～２時、
３月７日（日）午前10時～11時、
11時～正午 

３月３日（水）、３月６日（土）
いずれも午前10時～11時、
午後１時30分～２時30分 
 
 
３月６日（土）･７日（日）午前
10時～正午（全２回） 
 

 
ペタンク入門 
（紹介と体験） 
 
押し花でのハガキまた
はシオリ制作体験 
 
 
パッチワーク体験 
 
 
自分の印をつくろう 
※事前に彫る名前（雅
号等）を決めておいて
下さい。 
 
 
寅のストラップ制作 
 
 
 
「延命十句観音経」 
写経体験 
 
ノルディックウオーキン
グ（２本のポールを使
い「直立４足歩行」する
北欧生まれのウオーキ
ング）体験 

６日は 
　各２人、 
７日は 
　各３人 

座間市大凧保存会では、５月４日、
５日に開催される「大凧まつり」で掲
揚する大凧の「凧文字」を募集します。
この凧文字は漢字二文字で書かれ、

上の字は太陽を表す赤色、下の文字は
大地を表す緑色で描かれます。
５月の空を勇壮に舞う大凧にふさわ

しい凧文字をお待ちしています。
○応募方法　はがきに、凧文字（二文字）、文字の意味・いわれ、住所、
氏名、年齢、電話番号を明記の上、2月15日（月）までに〒228-0027
座間市座間2－2448－2 座間市大凧保存会　鹿野あて郵送

担当 商工観光課　�046（252）7604 �046（255）3550

市では、地球温暖化防止対策の一環と
して昨年12月に最新の電気自動車を1台導
入しました。
今回導入した電気自動車には、EV専用

テレマティクスという車両の走行・使用
状況をメーカー側に逐一伝送する装置を
搭載しています。
CO2排出量削減効果の算出や充電コストなどの資料作成に有効なレポー

トを受けることができると同時に、今後の研究の基礎資料となります。
今後は、通常の環境測定業務などのほか、市民ふるさとまつりなどイベ

ントでの試乗体験や市民団体・学校などへの出前講座などで使用し、広く
市民の皆さんへの地球温暖化防止の啓発に一役買うことになります。
担当 環境対策課 �046（252）8214 �046（257）7743

新型インフルエンザのワクチン接種について、1月21日（木）から、中
学・高校生、65歳以上だけでなく、これまでの優先接種対象者以外の方へ
の接種を開始しています。
※市民税非課税世帯や生活保護世帯は、指定医療機関で接種料が免除され
ますが、証明書が必要です。指定医療機関外で接種された方は、申請後に
振り込みとなります。詳しくは担当にお問い合わせください。
※この情報は、１月21日現在のものです。最新の情報は、厚木保健福祉事
務所（�046（224）1111）、または担当にお問い合わせください。
担当 保健医療課 �046（252）7213 �046（252）7043

昨年12月11日、平成21年度神奈川県優良小売
店舗表彰の表彰式が開催され、座間市からは外
狩豆腐店（入谷５丁目）が表彰されました。
同店は、創業以来原料の大豆・にがり・水な

どにこだわり、安全で安心して食べられる豆腐
を製造・販売しています。
看板商品の「どんぶり豆腐」は座間の水と市内で採れた津久井在来大豆

を使って作られ、大豆本来の強い甘みと濃厚な味が特徴です。
担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

平成21年度下水道作品コンクール表彰式が、昨年12月19日に厚木市文化
会館で行われました。
このコンクールは、下水道の役割や必要性について、子どもたちに知っ

てもらうことを目的として、�神奈川県下水道公社が主催し、相模川と酒
匂川流域に位置する市や町の小学校４年生を対象に実施されています。

今回は、4,992点（作文260点、ポスター
1,134点、書道3,598点）の作品が集まりまし
た。その中で座間市から、ポスターの部で
中山航平くん（ひばりが丘小）、書道の部で
藤岡大輝くん（栗原小）、後藤みなみさん
（入谷小）の３人が入賞し、それぞれ表彰さ
れました。

担当 下水道課 �046（252）8541 �046（252）8684

「小さい頃から上質の音楽を聴くことで心の豊かさ
と健康を」と考えるヘルスサポートクラブの協力で、
日本古来の楽器「笙

しょう

」と心地よいピアノの演奏会を開
催します。大人だけでなく、乳幼児からの子どもも一
緒にお聴きください。
○と　き　２月20日（土）午後１時30分～２時30分
（開場午後１時）
○ところ　東地区文化センター　第一集会室
○演奏曲　「フランス組曲」「手遊び十七孔」ほか
○演奏者　笙・真鍋尚之さん、ピアノ・久森成子さん
○入　場　自由（定員100人）
担当 東地区文化センター �046（253）0781 �046（253）0789

○対象　平成22年２月１日現在で、１歳未
満の市内在住の赤ちゃん
○応募方法　カラー写真の裏面に保護者の
住所・氏名・電話番号、赤ちゃんの氏名
（ふりがな）・生年月日・性別を明記し、
〒228-8566 市役所情報推進課あて郵送
または持参
○申込期限　2月15日（月）(当日消印有効)
※応募者多数の場合は抽選とし、掲載が決
定した方に連絡します。なお、応募写真は
返却しません。

笙を演奏する真鍋さん
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